
若
山
勿
堂
が
、
麻
布
深
広
寺
の
佐
藤
一
斎
の
墓
碑
銘
に
、

先
生
天
資
高
邁
、
聡
明
絶
人
。
其
学
雖
宗
宋
儒
、
不
喜
分
析
而
主
一
本
、
不

貴
該
博
而
要
深
遠
、
以
達
心
之
霊
光
為
宗
旨
。

先
生
の
天
資
高
邁
に
し
て
、
聡
明
人
を
絶
つ
。
其
の
学
は
宋
儒
を
宗
と
す

と
雖
も
、
分
析
を
喜
ば
ず
し
て
一
本
を
主
と
し
、
該
博
を
貴
ば
ず
し
て
深

遠
を
要
め
、
心
の
霊
光
に
達
す
る
を
以
て
宗
旨
と
為
す
。

と
記
し
た
よ
う
に
、
一
斎
は
「
言
志
四
録
」
の
中
で
、「
心
之
霊
光
」
と
い
う

語
を
好
ん
で
用
い
て
い
る
。「
心
之
霊
光
」
は
、「
言
志
四
録
」
全
体
に
し
ば
し

ば
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
夙
に
佐
藤
一
斎
の
陽
明
学
基
調
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
目
さ
れ
て
き
た
「
心
之
霊
光
」
立
言
の
背
景
を
、
文
化
・
文
政
・
天

保
の
前
半
期
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

天
保
四
年
（
一
八
三
三
・
六
十
二
歳
）
の
書
簡
「
答
大
塩
平
八
郎
」（『
俗
簡
焚
餘
』

所
収
）
の
中
に
、
大
塩
か
ら
贈
ら
れ
た
『
洗
心
洞
剳
記
』
に
つ
い
て
一
斎
は
、

…
毎
条
御
実
得
之
事
共
、
使
人
感
発
興
起
、
不
勝
欣
躍
。
拙
老
な
ど
非
所

及
存
奉
候
。
就
中
太
虚
之
説
御
自
得
致
二

敬
服
一

候
。
拙
も
兼
々
霊
光
之
体

即
太
虚
と
心
得
候
処
、
自
己
に
て
太
虚
と
覚
、
其
実
意
必
固
我
之
私
を
免

れ
ず
。
…

…
毎
条
の
ご
実
得
の
諸
説
は
、
読
む
人
を
し
て
感
発
興
起
さ
せ
、
欣
喜

躍
雀
に
た
え
ま
せ
ん
。こ
の
老
人
な
ど
に
は
及
ぶ
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
に
太
虚
の
説
を
自
得
さ
れ
た
こ
と
は
、
敬
服
し
て
居
り
ま
す
。
私

も
か
ね
が
ね
「
霊
光
之
体
即
太
虚
」
と
心
得
て
居
り
ま
す
が
、
自
己
は

太
虚
と
自
覚
し
て
も
、
そ
の
実
は
、
意
、
必
、
固
、
我
の
私
を
免
れ
て

佐
藤
一
斎
学
の
基
調
「
心
之
霊
光
」
を
め
ぐ
っ
て

近

藤

正

則

文
化
創
造
学
部
文
化
創
造
学
科
文
化
創
造
学
専
攻
国
語
文
化
コ
ー
ス

（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
七
日
受
理
）

T
he

B
asis

of
SA

T
O

Issai

（
佐
藤
一
斎
）’s

T
hought

―on
the

“R
eiko”

（
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U
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ever

―deluded
IntellectualA

bility

）Inherentin
a

H
um

an’s
M

ind

Faculty
of

C
ulturalC

reation,D
epartm

entof
C

ulturalC
reation

―

M
ajor

in
C

ulturalC
reation,C

ourse
of

N
ationalL

anguage
C

ulture

K
O

N
D

O
M

asanori

（R
eceived

N
ovem

ber７
,２００７

）

（
一
三
）
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い
ま
せ
ん
。
…

と
記
し
て
い
る
。
既
に
一
斎
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
・
４２
歳
）
に
執
筆
を
開

始
し
た
『
言
志
録
』
の
第
九
七
条
に
、

挙
目
百
物
、
皆
有
来
処
。
躯
殻
出
於
父
母
、
亦
来
処
也
。
至
於
心
則
来
処

何
在
。
余
曰
躯
殻
、
是
地
気
之
精
英
。
由
父
母
而
聚
之
。
心
則
天
也
。
躯

殻
成
而
天
寓
焉
。
天
寓
而
知
覚
生
。
天
離
而
知
覚
泯
。
心
之
来
処
、
乃
太

虚
是
已
。

挙
目
百
物
、
皆
来
処
有
り
。
躯
殻
、
父
母
よ
り
出
づ
る
も
、
亦
来
処
な

い
づ

い

り
。
心
に
至
れ
ば
則
ち
来
処
何
く
に
在
る
。
余
曰
ふ
、
躯
殻
、
是
れ
地

気
の
精
英
。
父
母
に
由
り
て
之
を
聚
む
。
心
は
則
ち
天
な
り
。
躯
殻
成

ほ
ろ

り
て
天
寓
す
。
天
寓
し
て
知
覚
生
ず
。
天
離
れ
て
知
覚
泯
ぶ
。
心
の
来

処
、
乃
ち
太
虚
是
れ
の
み
。

目
に
入
る
あ
ら
ゆ
る
物
に
は
、
す
べ
て
よ
り
来
る
と
こ
ろ
が
有
る
。

我
が
身
体
が
父
母
か
ら
よ
り
出
づ
る
こ
と
も
、
父
母
も
ま
た
我
が
身

の
来
処
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
心
の
場
合
に
は
、
そ
の

来
処
は
い
っ
た
い
何
処
に
在
る
の
か
。
私
は
か
く
思
う
、
人
の
身
体

と
い
う
も
の
は
大
地
の
生
命
根
源
の
気
の
純
粋
で
秀
で
た
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
父
母
に
よ
っ
て
聚
合
し
た
も

の
で
あ
る
。
心
は
、
つ
ま
り
天
で
あ
る
。
地
気
の
精
英
の
凝
縮
し
た

身
体
が
形
成
さ
れ
て
る
と
、
天
が
居
寓
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
が
身

体
に
宿
っ
て
、
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
知
覚
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、

身
体
が
滅
ぶ
と
居
寓
し
た
天
が
遊
離
し
、
知
覚
の
機
能
も
失
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
の
由
り
来
た
る
淵
源
は
、
と
り
も
な

お
さ
ず
太
虚
以
外
に
は
な
い
こ
と
に
な
る
、
と
。

と
し
て
、「
太
虚
」
に
言
及
し
て
い
る
。
天
保
四
年
の
一
斎
宛
て
の
大
塩
の
書

簡
（
前
掲
「
答
大
塩
平
八
郎
」
の
往
信
、
日
本
思
想
史
大
系
４６
『
佐
藤
一
斎
・
大
塩
中
斎
』

附
録
）に
、
大
塩
が
自
己
紹
介
を
兼
ね
致
仕
後
の
修
養
の
工
夫
を
綴
っ
た
後
に
、

自
今
如
何
下
功
夫
、
則
其
志
益
竪
立
而
心
帰
乎
太
虚
矣
。
先
生
亦
服
膺
良

知
学
者
。
僕
因
自
知
。
如
東
行
以
其
道
願
相
見
、
則
不
以
夫
子
之
待
孺
悲

者
待
僕
。
故
裁
是
書
、
以
告
志
而
乞
教
便
如
此
。

自
今
、
如
何
か
功
夫
を
下
せ
ば
、
則
ち
其
の
志
益
々
竪
く
立
ち
て
、
心

は
太
虚
に
帰
せ
ん
。
先
生
も
亦
良
知
の
学
を
服
膺
す
る
者
な
り
。
僕
、

ま
み

因
り
て
自
ら
知
る
。
如
し
東
行
し
て
其
の
道
を
以
て
相
見
え
ん
こ
と
を

願
へ
ば
、
則
ち
夫
子
の
孺
悲
を
待
す
る
者
を
以
て
僕
を
待
せ
ざ
る
を
。

故
に
是
の
書
を
裁
し
、
以
て
志
を
告
げ
て
教
へ
を
乞
ふ
こ
と
便
ち
此
の

如
し
。

今
よ
り
ど
の
よ
う
な
工
夫
に
専
念
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
堅
く
志
を
立

て
、
心
が
本
源
の
太
虚
に
帰
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
斎
先
生
も
ま

た
良
知
の
学
を
胸
に
止
め
て
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
は
、

も
し
江
戸
に
下
向
し
、
学
問
の
道
を
も
っ
て
お
目
に
か
か
り
た
い
と

願
え
ば
、
決
し
て
孔
子
が
孺
悲
を
仮
病
で
あ
し
ら
っ
た
よ
う
な
具
合

に
、
私
を
扱
わ
れ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
書
面

を
差
し
上
げ
て
我
が
志
を
お
伝
え
し
て
お
教
え
を
乞
う
次
第
で
す
。

と
い
う
一
節
が
見
え
る
の
は
、
文
政
七
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
言
志
録
』
に

つ
い
て
、
大
塩
の
読
後
の
共
鳴
を
下
敷
き
に
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
文
中
に
は
、「
立
志
」
と
「
太
虚
」
の
語
が
見
え
、
一
斎
の
思
惟

の
核
心
へ
の
共
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
語
中
の
「
太
虚
」
は
、
も
と
も
と
は
、

左
の
張
横
渠
の
『
正
蒙
』
太
和
篇
の
語
で
、
本
来
は
無
限
の
空
間
を
意
味
し
、

気

然
太
虚
、
升
降
飛
揚
。
未
嘗
止
息
。
此
虚
実
動
静
之
機
。
陰
陽
剛
柔

之
始
。

（
一
四
）
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あ
う
ぜ
ん

気
は
太
虚
に

然
と
し
て
、
升
降
飛
揚
し
、
未
だ
嘗
て
止
息
せ
ず
。
此

れ
虚
実
動
静
の
機
、
陰
陽
剛
柔
の
始
な
り
。

気
は
無
限
の
空
間
に
充
満
し
、
上
下
飛
揚
し
、
そ
の
活
動
は
決
し
て

止
ま
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
気
が
万
物
の
有
無
・
動
静
の
き
ざ
し
を

な
し
、
陰
陽
・
剛
柔
の
始
ま
り
を
な
す
の
で
あ
る
。

と
い
う
所
か
ら
、
森
羅
万
象
万
事
万
物
の
根
源
を
指
す
語
と
な
る
。
張
横
渠
の

気
一
元
的
な
生
成
論
は
、
所
謂
「
気
の
哲
学
」
と
さ
れ
る
。
横
渠
は
、
聖
人
か

ら
凡
愚
に
至
る
ま
で
人
は
本
性
の
善
を
共
有
し
な
が
ら
、
現
実
は
千
差
万
別
の

人
品
を
生
じ
る
の
は
何
の
故
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
気
が
聚
合
し
一
存

在
と
化
す
る
際
に
、
虚
実
動
静
の
機
、
陰
陽
剛
柔
の
始
に
お
い
て
天
賦
の
気
質

に
多
様
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
人
品
に
差
別
を
生
じ
る
「
気
質
の
性
」
で
あ
る
こ

と
を
説
い
た
。
さ
ら
に
、『
正
蒙
』
太
和
篇
に
横
渠
は
、

太
虚
無
形
気
之
本
体
。
其
聚
其
散
変
化
之
客
形
爾
。
至
静
無
感
性
之
淵
源
。

有
識
有
知
物
交
之
客
感
爾
。

太
虚
の
形
無
き
は
気
の
本
体
。
其
の
聚
ま
り
其
の
散
ず
る
は
、
変
化
の

客
形
の
み
。
至
静
感
無
き
は
性
の
淵
源
。
識
る
こ
と
有
り
知
る
こ
と
有

る
は
、
物
交
は
る
の
客
感
な
る
の
み
。

太
虚
が
形
を
有
し
て
い
な
い
段
階
が
、
気
の
本
体
で
あ
る
。
気
の
離

合
聚
散
は
、
変
化
を
受
動
し
た
状
態
に
過
ぎ
な
い
。
至
静
で
感
じ
た

り
動
き
を
持
た
な
い
の
が
、
性
の
淵
源
で
あ
る
。
識
別
や
知
覚
が
生

じ
る
の
は
、
事
物
の
交
感
を
受
動
し
た
感
性
に
過
ぎ
な
い
。

由
太
虚
有
天
之
名
。
由
気
化
有
道
之
名
。
合
虚
与
気
有
性
之
名
、
合
性
与

知
覚
有
心
之
名
。

太
虚
に
由
り
て
天
の
名
有
り
、
気
化
に
由
り
て
道
の
名
有
り
。
虚
と
気

と
合
し
て
性
の
名
有
り
、
性
と
知
覚
と
合
し
て
心
の
名
有
り
。

く
う

際
限
な
い
空
で
あ
る
太
虚
に
由
来
し
て
天
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
大

気
が
化
し
て
万
物
を
生
む
こ
と
か
ら
道
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
人
が

生
ず
る
際
に
虚
と
気
が
合
し
て
性
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
性
と
知
覚

が
合
し
て
心
と
い
う
概
念
が
存
す
る
。

と
説
い
て
い
る
。
横
渠
の
天
を
太
虚
と
捉
え
、
道
・
性
・
心
の
淵
源
と
す
る「
気

即
性
」
の
論
理
は
、「
天
人
合
一
」
の
思
想
の
主
要
な
基
調
と
な
っ
て
い
く
。

大
塩
中
斎
は
、『
儒
門
空
虚
聚
語
』
の
序
や
『
洗
心
洞
剳
記
』
の
中
で
、
王

陽
明
の
『
伝
習
録
』
巻
下
六
九
条
の

良
知
之
虚
、
便
是
天
之
太
虚
。
良
知
之
無
、
便
是
太
虚
之
無
形
。

す
な
は

良
知
の
虚
は
、
便
ち
是
れ
天
の
太
虚
。
良
知
の
無
、
便
ち
是
れ
太
虚
の

無
形
。

良
知
の
虚
は
、
天
の
太
虚
で
あ
り
、
良
知
の
無
は
太
虚
の
無
形
で
あ

る
。

に
依
拠
し
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、
太
虚
つ
ま
り
天
は
虚
に
し
て
無
な
る
が
故

に
霊
明
で
万
理
万
有
を
包
括
す
る
、
人
は
こ
れ
を
稟
受
し
て
心
と
な
す
。
故
に

心
の
本
体
も
ま
た
即
太
虚
で
あ
り
、
心
は
虚
に
し
て
霊
、
中
・
仁
を
は
じ
め
万

事
が
こ
こ
か
ら
出
づ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
自
説
を
展
開
し
て
お
り
、
こ

れ
を
受
け
て
一
斎
は
、「
拙
も
兼
々
霊
光
之
体
即
太
虚
と
心
得
候
処
」
と
記
し

た
の
で
あ
る
。
一
斎
が
、
中
斎
に
答
え
た
書
簡
中
の
「
其
実
意
必
固
我
之
私
を

免
れ
ず
」
と
は
、『
論
語
』
子
罕
第
九
・
第
四
章
の
語
で
、

子
絶
四
。
毋
意
、
毋
必
、
毋
固
、
毋
我
。

な

子
、
四
を
絶
つ
。
意
毋
く
、
必
毋
く
、
固
毋
く
、
我
毋
し
。

孔
子
は
四
つ
の
事
を
絶
つ
よ
う
に
し
て
い
た
。
事
に
あ
た
っ
て
私
意

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
必
ず
や
結
果
を
得
る
べ
く
無
理
押
し
し
な
い
、

か
た
く
な

結
果
に
こ
だ
わ
り
固
に
な
ら
な
い
、お
れ
が
お
れ
が
と
我
執
し
な
い
。

（
一
五
）
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と
あ
る
の
に
拠
っ
て
い
る
。
一
斎
が
、
意
・
必
・
固
・
我
の
四
病
を
引
用
し
、

自
ら
の
謙
遜
を
示
し
た
一
文
で
あ
る
。
戦
後
の
画
期
的
一
斎
研
究
と
も
評
さ
れ

る
前
田
愛
の
論
文
「
佐
藤
一
斎
の
位
置
―
『
言
志
四
録
』
の
構
造
」（
岩
波
書
店

『
文
学
』

vol.
３７
・
昭
和
４４
年
９
月
）
で
は
、
一
斎
が
、
中
斎
の
独
善
的
な
学
風
を
諷

し
た
語
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
読
み
誤
り
で
あ
る
。

上
述
の
「
答
大
塩
平
八
郎
」
は
一
斎
六
十
二
歳
の
書
簡
で
、『
言
志
後
録
』

の
第
一
八
一
条
（
天
保
四
年
三
月
）
以
降
の
執
筆
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
書
簡

中
の
「
霊
光
之
体
即
太
虚
」
の
一
句
が
、
こ
の
頃
の
一
斎
が
意
を
得
た
発
想
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
心
即
理
」
―
霊
光
の
諸
相
―

術
語
と
し
て
熟
し
た
「
心
之
霊
光
」
の
記
述
は
、『
言
志
後
録
』『
言
志
晩
録
』

『
言
志

録
』
に
散
見
す
る
が
、
も
っ
と
も
早
い
も
の
が
、
次
に
掲
げ
る
文
政

十
一
年
九
月
（
一
八
二
八
・
五
十
七
歳
）
に
執
筆
を
開
始
し
た
『
言
志
後
録
』
の

第
九
条
の
傍
線
部
で
あ
る
。

人
処
世
有
多
少
応
酬
、
塵
労
閙
攘
。
膠
膠
擾
擾
、
起
滅
無
端
。
因
復
生
此

計
較
揣
摩
、
�
羨
慳
吝
、
無
量
客
感
妄
想
。
都
是
習
気
為
之
也
。
譬
之
魑

魅
百
怪
、
昏
夜
横
行
。
及
太
陽
一
出
、
則
遁
逃
潜
迹
。
心
之
霊
光
、
与
太

陽
並
明
。
能
達
其
霊
光
、
則
習
気
消
滅
、
不
能
為
之
嬰
累
。
聖
人
一
掃
之
、

曰
何
思
何
慮
。
而
其
思
帰
於
無
邪
。
無
邪
即
霊
光
之
本
体
也
。

と
う
ぢ
や
う

か
う
か
う
ぜ
う
ぜ
う

人
世
に
処
す
る
、
多
少
の
応
酬
、
塵
労
、
閙
攘
有
り
。
膠
膠
擾
擾
、

け
い
か
う
し
ま

き
ん
せ
ん
け
ん
り
ん

起
滅
端
無
し
。
因
て
復
此
の
計
較
揣
摩
、
�
羨
慳
吝
、
無
量
の
客
感
妄

ち

み

想
を
生
ず
。
都
て
是
れ
習
気
之
を
為
す
な
り
。
之
を
魑
魅
百
怪
の
昏
夜

横
行
、
太
陽
の
一
た
び
出
づ
る
に
及
べ
ば
、
則
ち
遁
逃
迹
を
潜
む
る
に

譬
ふ
。
心
の
霊
光
、
太
陽
と
明
を
並
ぶ
。
能
く
其
の
霊
光
を
達
す
れ
ば
、

則
ち
習
気
消
滅
し
、
之
れ
が
嬰
累
を
為
す
能
は
ず
。
聖
人
之
れ
を
一
掃

し
、
曰
く
何
を
か
思
ひ
何
を
か
慮
ら
ん
、
と
。
而
し
て
其
の
思
ひ
無
邪

に
帰
す
。
無
邪
即
ち
霊
光
の
本
体
な
り
。

人
と
し
て
の
処
世
に
は
、
多
く
の
応
対
、
細
々
と
気
忙
し
い
骨
折
り

事
、
騒
ぎ
や
争
い
事
が
有
る
。
そ
う
し
た
人
世
の
煩
い
は
、
入
れ
替

わ
り
立
ち
替
わ
り
し
て
終
息
の
兆
し
す
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
己
と

他
者
と
を
比
較
し
た
り
憶
測
し
た
り
、
恨
み
や
嫉
み
や
貪
り
や
出
し

か
さ

惜
し
み
と
い
っ
た
こ
と
を
復
ね
て
、
外
物
に
影
響
さ
れ
た
情
動
や
妄

想
を
限
り
な
く
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
生
後
に
習

い
得
た
気
質
が
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
譬
え
ば
、
魑
魅
魍
魎
、

百
鬼
夜
行
の
暗
夜
も
、
一
旦
太
陽
が
昇
れ
ば
怪
し
げ
な
も
の
は
跡
形

も
な
く
影
を
潜
め
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
心
の
霊
光
は
太
陽
と
明
る

さ
を
同
じ
く
す
る
。
心
を
存
養
し
て
霊
光
を
十
分
に
輝
か
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
習
気
は
消
滅
し
て
人
の
世
の
煩
い
も
生
じ
得
な
い
。

聖
人
は
、
こ
れ
ら
習
気
を
一
掃
し
、『
易
』
繋
辞
下
伝
に
「
何
を
思

い
何
を
慮
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
思

量
は
、
公
正
無
邪
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
無
邪
と
は
、
霊
光
の
本
体

に
他
な
ら
な
い
。

語
中
の
「
客
感
妄
想
」
の
原
因
で
あ
る
「
習
気
」
が
、
後
に
言
及
す
る
朱
子
の

『
大
学
章
句
』
の
経
文
「
明
明
徳
」
の
注
に
見
え
る
「
気
稟
所
拘
人
欲
所
蔽
」

を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
「
佐
藤
一
斎
の
教
育
・
風
土
論
」（
岐

阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
『
地
域
文
化
研
究
』
２２
号
・
平
成
１７
年
３
月
）
に
詳
述
し

た
。
末
尾
の
「
其
思
帰
於
無
邪
」
は
『
論
語
』
為
政
第
二
・
第
二
章
の
「
子
曰
、

詩
三
百
、
一
言
以
蔽
之
。
曰
、
思
無
邪
。（
子
曰
く
、
詩
三
百
、
一
言
以
て
之
を
蔽
ふ
。

曰
く
、
思
ひ
邪
無
し
、
と
。）」
を
想
起
さ
せ
る
。
孔
子
の
語
は
、
真
情
の
純
粋
を

（
一
六
）
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思
い
邪
無
し
と
言
う
も
の
で
、
集
注
は
「
程
子
曰
、
思
無
邪
者
、
誠
也
。（
程

子
曰
く
、
思
ひ
邪
無
し
と
は
、
誠
な
り
。）」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
斎
生
前
中

の
刊
で
あ
る
『
言
志
後
録
』
弘
化
三
年
板
本
で
は
「
無
邪
」
を
そ
の
ま
ま
音
読

し
「
思
無
レ

邪
」
と
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
は
、『
論
語
』
の
援
用
と
見
る

よ
り
、「
無
邪
」
を
公
正
無
私
の
語
彙
と
解
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
一
斎
の
「
霊
光
之
体
即
太
虚
」
の
表
現
は
、
横
渠
の
「
由

太
虚
有
天
之
名
。
由
気
化
有
道
之
名
。
合
虚
与
気
有
性
之
名
。
合
性
与
知
覚
有

心
之
名
。」
を
敷
衍
し
て
導
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
右
の
『
言
志
後
録
』

第
九
条
の
論
旨
は
、「
気
の
哲
学
」
と
称
さ
れ
た
張
横
渠
の
万
物
生
成
論
の
全

体
か
ら
観
れ
ば
、
倫
理
に
偏
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
佐
久
間
象
山

（
１
）

の
言
う
「
物
理
の
談
」
に
薄
く
「
人
事
の
論
」
に
長
じ
た
一
斎
語
録
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
張
横
渠
の
生
成
論
に
は
「
理
」
の
観
念
が
希
薄
で

あ
っ
た
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
正
蒙
』
太
和
篇
の
「
気
化
に
由
り
て
道
の
名

有
り
」
の
道
や
「
虚
と
気
と
合
し
て
性
の
名
有
り
」
の
虚
を
、「
理
」
に
置
き

換
え
て
み
る
と
、
論
旨
が
よ
り
明
解
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
理
を
排
し
気

を
主
体
に
し
た
生
成
論
と
い
う
よ
り
も
、
周
濂
渓
の
「
太
極
説
」
か
ら
横
渠
の

「
太
虚
説
」
に
至
る
段
階
で
は
、「
理
」
の
観
念
の
吟
味
が
十
分
に
熟
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。「
気
」
の
主
宰
と
し
て
の
「
理
」
を
想
定

し
た
所
謂
「
理
気
の
生
成
論
」
が
立
ち
上
が
る
に
は
、
さ
ら
に
程
明
道
・
程
伊

川
及
び
そ
の
門
流
の
議
論
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
一
斎
が
横
渠
の

「
太
虚
」
に
依
拠
し
て
「
霊
光
之
本
体
」
を
論
じ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
程
朱

の
性
理
の
学
を
退
け
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
心
の
霊
光
」
に
関
し
て
、
一
斎
は
『
言
志
録
』
第
一
九
八
条
で

此
心
霊
昭
不
昧
、
具
衆
理
万
事
出
。
果
何
従
而
得
之
。
吾
生
之
前
、
此
心

放
在
何
処
、
吾
歿
之
後
、
此
心
帰
宿
何
処
。
果
有
生
歿
歟
、
無
歟
。
著
想

到
此
、
凛
凛
自
�
。
吾
心
即
天
也
。

此
の
心
霊
昭
不
昧
、
衆
理
を
具
へ
万
事
出
づ
。
果
た
し
て
何
れ
よ
り
し

て
之
を
得
ん
。
吾
が
生
の
前
、
此
の
心
何
れ
の
処
に
か
放
在
し
、
吾
が

歿
す
る
の
後
、
此
の
心
何
れ
の
処
に
か
帰
宿
す
。
果
た
し
て
生
歿
有
る

お
そ

か
、
無
き
か
。
著
想
し
て
此
に
到
れ
ば
、
凛
凛
と
し
て
自
ら
�
る
。
吾

が
心
即
ち
天
な
り
。

こ
の
心
は
霊
妙
か
つ
昭
明
で
決
し
て
暗
む
こ
と
が
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

理
を
具
備
し
、
万
事
は
こ
こ
か
ら
生
じ
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
人
は
、

何
に
よ
っ
て
こ
れ
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
吾
が
生
ま
れ
る
以
前
、

こ
の
心
は
何
処
に
放
散
し
て
存
在
し
、
吾
が
歿
後
に
こ
の
心
は
何
処

に
帰
っ
て
い
く
の
か
。
果
た
し
て
、
こ
の
心
に
生
歿
と
い
う
こ
と
が

あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
思
い
巡
ら
し
て
こ
こ
に
至
る
と
、
凛
然
と

身
が
引
き
締
ま
る
。
吾
が
心
は
と
り
も
な
お
さ
ず
天
そ
の
も
の
な
の

で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
冒
頭
の
句
は
朱
子
の
心
性
説
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
が
、
文
末
の
「
吾
心
即
天
」
の
語
は
、
陽
明
学
派
の
標
榜
す
る
「
心
即

理
」
を
想
起
さ
せ
る
一
条
で
も
あ
る
。

王
陽
明
の
「
心
即
理
」
の
語
は
『
伝
習
録
』
巻
上
第
三
条
の
門
人
徐
愛
と
の

問
答
中
に
、

心
即
理
也
。
此
心
無
私
欲
之
蔽
、
即
是
天
理
。
不
須
外
面
添
一
分
。
以
此

純
乎
天
理
之
心
、
発
之
事
父
便
是
孝
。
発
之
事
君
便
是
忠
。
発
之
交
友
治

民
便
是
信
与
仁
。
只
在
此
心
去
人
欲
存
天
理
上
用
功
便
是
。

心
は
即
ち
理
な
り
。
此
の
心
私
欲
の
蔽
無
く
、
即
ち
是
れ
天
理
な
り
。

須
ら
く
外
面
よ
り
一
分
も
添
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
の
天
理
に
純
な
る
の
心

を
以
て
、
之
を
発
し
父
に
事
ふ
れ
ば
便
ち
是
れ
孝
。
之
を
発
し
君
に
事

（
一
七
）
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ふ
れ
ば
便
ち
是
れ
忠
。
之
を
発
し
友
と
交
は
り
民
を
治
む
れ
ば
便
ち
是

お
い

れ
信
と
仁
。
只
だ
此
の
心
の
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
る
の
上
に
在
て

功
を
用
ふ
れ
ば
便
ち
是
な
り
。

お
お

心
は
と
り
も
な
お
さ
ず
理
で
あ
る
。
こ
の
心
に
は
私
欲
の
蔽
い
が
無

く
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
天
理
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
心
に
は
外

部
か
ら
何
一
つ
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
全
く
無
い
。
こ
の
天
理
に

純
粋
な
心
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
発
用
さ
せ
て
父
に
つ
か
え
れ
ば
孝
で

あ
り
、
こ
れ
を
発
用
さ
せ
て
君
に
つ
か
え
れ
ば
忠
で
あ
り
、
こ
れ
を

発
用
さ
せ
て
交
友
・
治
民
に
つ
と
め
れ
ば
信
と
仁
で
あ
る
。
た
だ
こ

の
心
に
お
い
て
、
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
る
こ
と
に
の
み
工
夫
を

用
い
る
だ
け
で
よ
い
の
だ
。

と
語
り
、『
伝
習
録
』
巻
上
第
九
五
条
の
門
人
陸
澄
と
の
問
答
で
は
、

問
。
延
平
云
、
当
理
而
無
私
心
。
当
理
与
無
私
心
、
如
何
分
別
。

先
生
曰
、
心
即
理
也
。
無
私
心
即
是
当
理
。
未
当
理
便
是
私
心
。
若
析
心

与
理
言
之
恐
亦
未
善
。

問
ふ
。
延
平
云
ふ
、
理
に
当
た
り
て
私
心
無
し
、
と
。
理
に
当
た
る
と

私
心
無
き
と
、
如
何
か
分
別
せ
ん
。

先
生
曰
く
、
心
は
即
ち
理
な
り
。
私
心
無
き
は
即
ち
是
れ
理
に
当
た
る
。

わ
か

未
だ
理
に
当
た
ら
ざ
れ
ば
便
ち
是
れ
私
心
な
り
。
若
し
心
と
理
と
を
析

ち
て
之
を
言
へ
ば
、
恐
く
は
亦
た
未
だ
善
か
ら
ず
。

陸
澄
が
問
う
。
李
延
平
は
「
理
に
合
致
し
て
い
て
私
心
が
無
い
」
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、理
に
合
致
す
る
こ
と
と
私
心
が
無
い
こ
と
と
は
、

ど
の
よ
う
に
区
別
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
、
と
。

陽
明
先
生
が
言
う
。
心
は
そ
の
ま
ま
理
に
他
な
ら
な
い
。
私
心
が
無

い
の
が
と
り
も
な
お
さ
ず
理
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
理
に

合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
私
心
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
、

心
と
理
と
を
分
析
し
二
つ
の
こ
と
と
し
て
論
じ
る
な
ら
、
お
そ
ら
く

は
間
違
い
と
い
う
こ
と
だ
、
と
。

と
応
じ
た
文
言
に
見
え
て
い
る
が
、
陽
明
は
、
さ
ら
に
『
伝
習
録
』
巻
中
の
陽

明
五
十
四
歳
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
「
答
顧
東
橋
書
」
の
第
十
一
節
に
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

易
曰
、
君
子
多
識
前
言
往
行
以
畜
其
徳
。
夫
以
畜
其
徳
為
心
、
則
凡
多
識

前
言
往
行
者
、
孰
非
畜
徳
之
事
。
此
正
知
行
合
一
之
功
矣
。
好
古
敏
求
者
、

好
古
人
之
学
、
而
敏
求
此
心
之
理
耳
。
心
即
理
也
。
学
者
学
此
心
也
。
求

者
求
此
心
也
。
孟
子
云
。
学
問
之
道
無
他
。
求
其
放
心
而
已
矣
。
…

し
る

た
く
は

易
に
曰
く
、
君
子
は
多
く
前
言
往
行
を
識
し
、
以
て
其
の
徳
を
畜
ふ
、

と
。
夫
れ
其
の
徳
を
畜
ふ
る
を
以
て
心
と
為
せ
ば
、
則
ち
凡
そ
多
く
前

い
づ
れ

言
往
行
を
識
す
者
、
孰
か
徳
を
畜
ふ
る
の
事
に
非
ざ
ら
ん
。
此
れ
正
に

知
行
合
一
の
功
な
り
。
古
を
好
み
敏
に
し
て
求
む
る
者
と
は
、
古
の
人

の
学
を
好
ん
で
、
此
の
心
の
理
を
求
む
る
に
敏
な
る
の
み
。
心
は
即
ち

理
な
り
。
学
と
は
此
の
心
を
学
ぶ
な
り
。
求
む
と
は
此
の
心
を
求
む
る

い

な
り
。
孟
子
云
ふ
、
学
問
の
道
他
無
し
。
其
の
放
心
を
求
む
る
の
み
、

と
。
…

し
る

『
易
』
の
大
畜
の
卦
の
象
伝
に
「
君
子
は
多
く
前
言
往
行
を
識
し
、

以
て
其
の
徳
を
畜
ふ
」と
あ
る
。そ
も
そ
も
徳
を
蓄
え
る
こ
と
を
も
っ

し

て
心
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
多
く
古
人
の
善
言
善
行
を
識
り
得
れ
ば
、

ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
徳
を
蓄
え
る
工
夫
で
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
れ

こ
そ
が
知
行
合
一
の
工
夫
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
論
語
』
述
而
篇

に
孔
子
が
「
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
る
者
で
は
な
い
。
古
の
聖
人

の
学
を
好
み
、
精
を
出
し
て
こ
れ
を
求
め
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
語
っ

（
一
八
）
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て
い
る
の
は
、
孔
子
が
、
古
の
聖
人
の
学
を
好
ん
で
、
こ
の
心
の
真

理
を
探
求
す
る
こ
と
に
敏
捷
で
あ
っ
た
だ
け
だ
、と
言
う
の
で
あ
る
。

心
は
す
な
わ
ち
理
に
他
な
ら
な
い
。
学
ぶ
の
は
こ
の
心
を
学
ぶ
の
で

あ
る
。
求
め
る
の
は
こ
の
心
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は『
孟
子
』

告
子
章
句
上
に
「
学
問
の
道
は
他
で
も
な
い
、
そ
の
放
心
を
求
め
る

こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
…

文
中
に
『
孟
子
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
陽
明
に
よ
れ
ば
、「
心
即
理
」
の

此
の
心
は
、
学
び
求
め
る
対
象
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
で
、
王
陽
明
が
前
掲
の

『
伝
習
録
』
巻
上
の
二
ヶ
条
で
、
此
の
心
に
は
私
心
の
蔽
が
な
く
、
天
理
に
純

一
で
あ
る
こ
と
、
私
心
が
無
け
れ
ば
、「
当
理
」つ
ま
り
此
の
心
と
理
と
が
ぴ
っ

た
り
相
対
応
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
と
、
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
る

工
夫
に
よ
っ
て
此
の
心
が
天
理
に
純
で
あ
り
得
る
と
し
て
い
る
点
と
を
勘
案
す

る
と
、
横
渠
の
言
う
「
物
交
は
る
の
客
感
」（
前
掲
『
正
蒙
』
太
和
篇
）
の
前
後
に
、

陽
明
は
、「
即
理
の
此
の
心
」
と
私
心
人
欲
が
介
在
す
る
「
生
後
の
あ
る
が
ま

ま
の
心
」
と
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
私
心
人
欲
が
介
在
す
る
「
生
後

の
あ
る
が
ま
ま
の
心
」
に
は
、
不
善
の
要
因
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を

も
「
心
即
理
」
と
す
る
な
ら
ば
、
天
に
由
来
す
る
理
の
性
格
が
失
わ
れ
か
ね
な

い
。
と
す
る
と
、
王
陽
明
が
「
心
即
理
」
と
称
し
た
此
の
心
は
、
程
朱
学
に
お

い
て
は
「
性
即
理
」
で
あ
る
本
然
之
性
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
横
渠
の
「
心
統

性
情
者
也
（
心
は
性
・
情
を
統
ぶ
る
者
な
り
）」（『
近
思
録
』
道
体
篇
）
を
受
け
て
程
朱

学
が
気
質
之
稟
・
人
欲
之
蔽
を
も
範
囲
す
る
「
心
」
と
、
陽
明
の
用
い
る
「
心
」

の
内
容
に
は
語
意
に
狭
広
の
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

再
び
、
一
斎
の
『
言
志
録
』
第
一
九
八
条
に
話
を
も
ど
す
と
、「
此
心
霊
昭

不
昧
。
具
衆
理
万
事
出
。」の
書
き
出
し
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、『
大
学
章
句
』

経
一
章
の
「
明
明
徳
」
の
朱
子
の
注
、

明
徳
者
人
之
所
得
於
天
而
虚
霊
不
昧
。
以
具
衆
理
而
応
万
事
也
。

明
徳
は
人
の
天
よ
り
得
る
所
に
し
て
虚
霊
不
昧
、
以
て
衆
理
を
具
し
て

万
事
に
応
ず
る
も
の
な
り
。

の
脚
注
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
『
伝
習
録
』
巻
上
第
三
条
の

「
只
在
此
心
去
人
欲
存
天
理
上
用
功
」
と
い
う
表
記
に
着
目
す
れ
ば
、
陽
明
自

身
の
文
言
も
、
や
は
り
『
大
学
章
句
』
の
「
明
明
徳
」
の
注
の
前
引
の
続
き
で

あ
る
、但

為
気
稟
所
拘
人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。
然
其
本
体
之
明
、
則
有
未
嘗

息
者
。
故
学
者
当
因
其
所
発
而
遂
明
之
、
以
復
其
初
也
。

た但
だ
気
稟
の
拘
ず
る
所
、
人
欲
の
蔽
ふ
所
と
為
り
て
、
則
ち
時
有
り
て

や

昏
す
。
然
れ
ど
も
其
の
本
体
の
明
は
、
則
ち
未
だ
嘗
て
息
ま
ざ
る
者
有

り
。
故
に
学
ぶ
者
は
、
当
に
其
の
発
す
る
所
に
因
り
て
遂
に
之
を
明
ら

か
に
し
、
以
て
其
の
初
に
復
す
べ
き
な
り
。

の
脚
注
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

か
く
し
て
、
佐
藤
一
斎
の
『
言
志
録
』
第
一
九
八
条
の
「
無
邪
即
霊
光
之
本

体
」
と
い
う
表
現
は
、『
大
学
』
経
文
の
「
明
徳
」
を
意
図
し
た
表
現
で
あ
り
、

陽
明
の
「
心
即
理
也
」「
無
私
心
即
是
当
理
」
の
内
容
を
勘
案
す
る
と
、
一
斎

所
説
の
「
霊
光
之
本
体
」
と
は
、
天
理
由
来
の
本
然
の
心
の
本
性
で
あ
り
、「
心

之
霊
光
」
と
は
「
本
然
之
心
」
が
本
性
と
し
て
固
有
す
る
「
明
徳
」
の
「
虚
霊

不
昧
」
の
発
用
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
程
朱
学
の
心
性
説
で

は
、
天
理
由
来
の
本
然
の
心
を
「
本
然
之
性
」
と
称
し
て
本
体
と
し
、
そ
の
発

用
を
仁
・
義
・
礼
・
智
の
道
徳
的
資
質
と
定
義
し
て
い
る
が
、
無
邪
で
私
心
の

無
い
状
態
が
本
心
で
即
天
理
で
あ
る
と
い
う
陽
明
説
が
、
言
葉
上
の
相
異
の
み

に
し
て
、
本
源
的
な
天
理
由
来
の
心
の
本
然
の
認
識
で
は
、
程
朱
所
説
の
内
容

と
少
し
も
違
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
一
九
）
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一
斎
は
、『
大
学
』
の
テ
キ
ス
ト
を
め
ぐ
る
議
論
で
、
朱
子
の
分
章
に
よ
る

『
大
学
章
句
』
を
採
ら
ず
、
陽
明
の
『
古
本
大
学
』
を
善
し
と
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
・
五
十
八
歳
）
十
二
月
自
序
の
『
大
学
摘

説
』
の
劈
頭
に
明
ら
か
で
あ
る
。
後
世
、
佐
藤
一
斎
を
陽
明
学
派
に
分
類
す
る

要
因
と
な
る
箇
所
だ
が
、
た
だ
し
、『
大
学
』
の
テ
キ
ス
ト
を
め
ぐ
る
議
論
と

経
文
理
解
の
問
題
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ

る
。『

言
志
後
録
』
第
七
二
条
に
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
・
六
十
一
歳
）
十
月
二

十
日
の
日
付
が
あ
る
が
、
そ
の
直
前
の
第
七
一
条
に
一
斎
は
、

…
則
今
試
思
察
、
胎
胞
中
心
意
、
必
是
渾
然
純
気
専
一
、
無
善
無
悪
。
只

有
一
点
霊
光
耳
。
方
生
後
、
霊
光
之
発
竅
、
先
知
好
悪
。
好
悪
即
是
非
。

即
知
愛
知
敬
之
所
由
出
也
。
思
察
到
此
、
可
以
悟
我
性
之
為
天
、
我
体
為

地
。…

則
ち
今
試
み
に
思
察
す
る
に
、
胎
胞
中
の
心
意
、
必
ず
是
れ
渾
然
と

し
て
純
気
専
一
、
善
も
無
く
悪
も
無
し
。
只
だ
一
点
の
霊
光
有
る
の
み
。

あ
た

は
っ
け
ふ

生
後
に
方
り
、
霊
光
の
発
竅
し
、
先
づ
好
悪
を
知
る
。
好
悪
は
即
ち
是

非
な
り
。
即
ち
愛
を
知
り
敬
を
知
る
の
由
り
出
づ
る
所
な
り
。
思
察
し

て
此
に
到
れ
ば
、
以
て
我
が
性
の
天
為
り
、
我
が
体
の
地
為
る
を
悟
る

可
し
。

…
す
な
わ
ち
今
試
み
に
思
い
察
す
る
に
、
母
の
胎
内
に
あ
っ
た
と
き

の
心
は
、
必
ず
や
渾
然
と
し
て
気
質
は
純
然
で
雑
念
を
交
え
ず
、
善

も
悪
も
分
明
で
は
な
い
。た
だ
一
点
の
霊
光
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

生
ま
れ
て
後
、
こ
の
霊
光
が
僅
か
な
間
隙
か
ら
外
に
漏
れ
出
て
、
初

め
に
好
悪
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
好
悪
は
、
是
非
を
知
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
愛
を
知
り
敬
を
知
る
由
縁
で
あ
る
。
思
い
察

し
て
こ
こ
に
至
れ
ば
、
我
が
本
性
は
即
ち
天
で
あ
り
、
我
が
身
躯
は

即
ち
地
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
王
陽
明
の
「
無
善
無
悪
説
」
を
下
敷
き
に
し
た
、
人

心
の
本
原
論
と
言
え
る
。
横
渠
の
「
太
虚
」
は
大
気
の
渾
然
一
体
を
本
原
と
す

る
生
成
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
成
論
を
内
省
的
な
心
の
本
原
論
に
あ
て
た
陽
明

所
説
の
「
無
善
無
悪
説
」
は
、
実
は
程
明
道
の
「
性
無
善
無
悪
説
」
に
依
拠
し

た
立
論
で
あ
る
。『
近
思
録
』
道
体
篇
二
一
条
に
、『
程
氏
遺
書
』
巻
一
の
明
道

の
語
と
し
て
、

生
之
謂
性
。
性
即
気
。
気
即
性
。
生
之
謂
也
。
人
生
気
稟
、
理
有
善
悪
。

然
不
是
性
中
元
有
此
両
物
相
対
而
生
也
。
有
自
幼
而
善
、
有
自
幼
而
悪
。

是
気
稟
有
然
也
。
善
固
性
也
。
然
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
也
。
蓋
生
之
謂
性
。

人
生
而
静
以
上
不
容
説
。
才
説
性
時
、
便
已
不
是
性
也
。
凡
人
説
性
、
只

是
説
継
之
者
善
也
。
孟
子
言
性
善
是
也
。
…

生
れ
な
が
ら
之
を
性
と
謂
ふ
。
性
は
即
ち
気
な
り
。
気
は
即
ち
性
な
り
。

い
ひ

生
れ
な
が
ら
の
謂
な
り
。
人
生
れ
な
が
ら
の
気
稟
に
、
理
と
し
て
善
悪

有
り
。
然
れ
ど
も
是
れ
性
中
に
元
よ
り
此
の
両
物
の
相
対
し
て
生
る
る

有
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
幼
自
り
し
て
善
な
る
有
り
。
幼
自
り
し
て
悪

し
か

な
る
有
り
。
是
れ
気
稟
の
然
す
る
有
る
な
り
。
善
は
固
よ
り
性
な
り
。

然
れ
ど
も
悪
も
亦
性
と
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
生
れ
な
が

べ

ら
之
を
性
と
謂
へ
ば
な
り
。人
生
れ
て
静
な
る
以
上
は
説
く
容
か
ら
ず
。

わ
づ
か
才
に
性
を
説
く
時
、
便
ち
已
に
是
れ
性
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ
人
の

性
を
説
く
は
、
只
だ
是
れ
之
を
継
ぐ
者
の
善
な
る
を
説
く
な
り
。
孟
子

の
性
善
を
言
ふ
は
是
れ
な
り
。
…

生
ま
れ
な
が
ら
の
も
の
を
性
と
言
う
の
で
あ
る
。性
と
は
気
で
あ
り
、

気
は
性
で
あ
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
人
が
生
ま

（
二
〇
）
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れ
な
が
ら
に
稟
受
し
た
気
質
に
は
、
道
理
と
し
て
善
悪
が
有
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
性
の
う
ち
に
も
と
も
と
善
悪
の
二
者
が
相
対

し
て
存
在
し
、
人
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
。
人
と
な
り
が
幼
時
か

ら
善
な
る
も
の
も
有
れ
ば
、
幼
時
か
ら
悪
な
る
も
の
も
有
る
。
こ
れ

は
個
人
の
受
け
た
気
稟
に
そ
う
し
た
点
が
有
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
善
は
言
う
ま
で
も
な
く
性
で
あ
る
が
、
悪
も
ま
た
性
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
生
ま
れ
な
が
ら
を
性
と
言
う
か
ら

で
あ
る
。人
が
生
ま
れ
心
が
外
物
に
接
す
る
以
前
の
静
か
な
段
階
は
、

言
葉
で
は
説
明
で
き
な
い
。わ
ず
か
に
性
を
言
葉
に
し
た
途
端
か
ら
、

そ
れ
は
す
で
に
性
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
お
よ
そ
人
が

性
を
説
く
場
合
、
性
そ
の
も
の
を
性
と
言
う
の
で
は
な
く
、
性
の
発

現
し
た
次
の
段
階
が
善
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
孟

子
が
性
善
を
説
い
て
い
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
…

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、『
伝
習
録
』
巻
下
第
百
八
条
で
陽
明
は
、

性
無
定
体
、
論
亦
無
定
体
。
有
自
本
体
上
説
者
。
有
自
発
用
上
説
者
。
有

自
源
頭
上
説
者
。
有
自
流
弊
処
説
者
。
総
而
言
之
、
只
是
一
箇
性
、
但
所

見
有
浅
深
爾
。
若
執
定
一
辺
、
便
不
是
了
。
性
之
本
体
、
原
是
無
善
無
悪

的
。
発
用
上
、
也
原
是
可
以
為
善
、
可
以
為
不
善
的
。
其
流
弊
、
也
原
是

一
定
善
、
一
定
悪
的
。
…

性
は
定
体
無
し
、
論
も
ま
た
定
体
無
し
。
本
体
上
よ
り
説
く
者
有
り
。

発
用
上
よ
り
説
く
者
有
り
。
源
頭
上
よ
り
説
く
者
有
り
。
流
弊
の
処
よ

り
説
く
者
有
り
。
総
じ
て
之
を
言
へ
ば
、
只
だ
是
れ
一
箇
の
性
に
し
て
、

但
だ
見
る
所
に
浅
深
有
る
の
み
。
若
し
一
辺
を
執
定
す
れ
ば
、
便
ち
是

も
と

も
の

な
ら
ず
。
性
の
本
体
、
原
よ
り
是
れ
善
無
く
悪
無
き
的
。
発
用
上
は
、

ま
た也
原
よ
り
是
れ
以
て
善
と
為
す
可
く
、以
て
不
善
と
為
す
可
き
的
あ
り
。

其
の
流
弊
は
、
也
原
よ
り
是
れ
一
定
の
善
、
一
定
の
悪
な
る
的
あ
り
。

…
性
に
は
定
ま
っ
た
形
態
が
な
く
、
そ
れ
で
性
を
め
ぐ
る
議
論
も
定
ま

ら
な
い
の
だ
。
性
の
本
体
に
つ
い
て
説
く
者
が
あ
り
、
性
の
発
現
・

作
用
か
ら
説
く
者
も
あ
り
、
性
の
根
源
的
面
を
説
く
者
も
あ
り
、
性

の
発
露
の
末
の
弊
害
を
説
く
者
が
有
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
説
の
性
を

一
括
す
れ
ば
、
ど
れ
も
一
つ
の
性
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
観
点
に
浅

深
の
差
が
あ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
諸
説
の
一
面
に
固
執

す
れ
ば
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
性
の
本
体
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

善
で
も
悪
で
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
発
現
・
作
用
か
ら
言
え
ば
、
ま

た
も
と
よ
り
善
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
不
善
と
す
る
可
き
も

の
と
が
あ
る
。
そ
の
発
露
の
末
の
事
象
か
ら
す
れ
ば
、
ま
た
も
と
よ

り
善
と
き
ま
っ
た
こ
と
、
悪
と
き
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
…

と
述
べ
、
性
を
善
悪
・
善
不
善
の
語
を
も
っ
て
語
る
こ
と
の
無
意
味
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
従
来
の
旧
説
を
退
け
た
明
道
の
「
人
生

而
静
以
上
不
容
説
」〔
人
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
未
だ
外
物
と
接
す
る
こ
と
な

く
心
が
原
初
の
静
謐
を
維
持
し
て
い
る
形
而
上
の
次
元
で
は
、
形
而
下
に
し
て

始
め
て
可
能
な
善
・
不
善
と
い
っ
た
言
葉
に
よ
る
形
容
名
状
は
で
き
な
い
。〕

の
語
を
下
敷
き
に
し
た
論
調
で
あ
る
。

一
斎
の
「
霊
光
之
体
即
太
虚
」
の
立
言
が
、
以
上
の
よ
う
な
宋
・
明
の
哲
学

的
思
惟
の
重
層
構
造
を
基
盤
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
た
だ
し
、
天
保
三
年
十
月
以
前
の
『
言
志
後
録
』
第
七
一
条
の
「
胎

胞
中
の
心
無
善
無
悪
」
説
が
、
天
保
四
年
の
書
簡
の
「
霊
光
之
体
即
太
虚
」
は

も
と
よ
り
、
文
政
六
年
以
前
の
『
言
志
録
』
第
一
九
八
条
の
「
吾
心
即
天
」
の

思
弁
と
に
、
若
干
の
ず
れ
を
生
じ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

（
二
一
）
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前
出
『
言
志
後
録
』
第
九
条
（
文
政
十
一
年
九
月
）
や
『
言
志
録
』
第
一
九
八
条

で
の「
心
之
霊
光
」が
、
程
朱
学
で
の
本
然
の
性
の
発
露
・
発
現
に
相
当
す
る
、

孟
子
の
四
端
説
を
拡
充
し
た
「
性
善
」
基
調
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
言
志
後

録
』
第
七
一
条
で
は
、「
胎
胞
中
」
と
「
生
後
」
に
明
分
し
て
、
生
後
の
本
善

を
説
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

胎
胞
中
の
渾
然
た
る
純
一
の
気
で
あ
る
一
点
の
霊
光
は
無
善
無
悪
、
生
後
に

生
ず
る
霊
光
の
発
竅
を
必
善
と
す
る
一
斎
の
思
弁
は
、
霊
光
を
本
体
、
霊
光
の

発
竅
を
作
用
に
配
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
「
霊
光
之
本
体
」
は
、
如
何

様
に
位
置
づ
け
る
の
か
。
言
葉
尻
を
と
ら
え
れ
ば
、
即
太
虚
で
あ
る
霊
光
の
体

が
本
体
で
あ
れ
ば
、
霊
光
が
作
用
と
な
る
。
す
で
に
霊
光
を
本
体
と
し
霊
光
の

発
竅
が
作
用
に
配
当
さ
れ
る
以
上
、
即
太
虚
で
あ
る
霊
光
の
体
を
本
体
と
す
る

霊
光
は
作
用
で
あ
り
本
体
で
あ
る
と
い
う
撞
着
が
生
じ
て
し
ま
う
。一
斎
が「
霊

光
之
体
即
太
虚
」
と
記
し
た
の
は
、
霊
光
の
本
体
で
あ
る
「
本
然
之
心
」
即
天

を
意
図
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
塩
平
八
郎
に
「
私
も
か

ね
が
ね
霊
光
之
体
即
太
虚
と
心
得
て
居
り
ま
す
が
、
自
己
は
太
虚
と
自
覚
し
て

も
、
そ
の
実
は
、
意
、
必
、
固
、
我
の
私
を
免
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
書
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
横
渠
の
「
際
限
な
い
空
で
あ
る
太
虚
に
由
来
し
て
天
と

い
う
言
葉
が
あ
り
、
大
気
が
化
し
て
万
物
を
生
む
こ
と
か
ら
道
と
い
う
語
が
あ

る
。
人
が
生
ず
る
際
に
虚
と
気
が
合
し
て
性
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
性
と
知
覚

が
合
し
て
心
が
存
す
る
」
と
い
う
段
階
論
か
ら
は
、
直
ち
に
「
太
虚
」（
天
）

即
「
性
と
知
覚
の
合
」（
心
）
と
は
な
ら
な
い
。『
言
志
後
録
』
の
第
九
条
で
の

「
聖
人
の
思
量
は
、
無
邪
に
帰
し
、
無
邪
は
霊
光
の
本
体
に
他
な
ら
な
い
と
い

う
」
一
文
も
、
無
邪
が
聖
人
の
思
量
で
あ
る
以
上
、「
性
と
知
覚
が
合
し
て
心

が
存
」
し
て
而
後
の
話
と
な
り
、「
無
邪
」
が
「
意
、
必
、
固
、
我
の
私
」
と

対
待
の
概
念
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
生
成
論
を
巻
き
込
ん
だ
一
斎
の「
心
即
天
」の
物
理
の
談
は
、

一
斎
の
墓
碑
銘
に
若
山
勿
堂
が
記
す
よ
う
に
、
宋
儒
を
宗
と
し
な
が
ら
も
、
分

析
を
喜
ば
ず
一
本
（
一
元
論
）
を
主
と
し
、
該
博
（
表
面
上
の
博
識
）
を
貴
ば
ず
深

も
と

遠
を
要
め
る
」
気
風
に
沿
う
か
の
よ
う
に
、
論
理
的
な
突
詰
め
や
思
弁
上
の
遺

漏
を
禁
じ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
斎
の
言
わ
ん
と
す
る
「
霊
光
」
は
、
要
す

る
に
程
伊
川
の
「
性
即
理
」
に
お
け
る
「
未
発
之
中
」
で
あ
り
、
聖
人
の
無
邪

は
「
已
発
之
和
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
後
の
天
保
後
半
期
か
ら
『
言
志

録
』（
安
政
元
年
二
月
上
梓
）
に
い
た
る
ま

で
の
「
心
之
霊
光
」
概
念
の
変
化
と
解
義
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し

（
２
）

た
い
。

注
（
１
）同
門
小
林
徳
方
宛
て
書
簡
中
に
一
斎
の
学
風
を
評
し
た
語
（
日
本
思
想
史
大
系
５５
『
渡

辺
崋
山
・
高
野
長
英
・
佐
久
間
象
山
・
横
井
小
楠
・
橋
本
左
内
』
所
収
）
象
山
の
一

斎
学
術
へ
の
評
語
「
物
理
の
談
」「
人
事
の
論
」
に
つ
い
て
は
、
大
東
文
化
大
学
東

洋
研
究
所
『
東
洋
研
究
』
第
一
六
七
号
（
平
成
２０
年
１
月
刊
）
所
収
の
拙
稿
「
佐
藤

一
斎
を
め
ぐ
る

価
「
陽
朱
陰
王
」
に
つ
い
て
」
の
第
三
節
「
佐
久
間
象
山
の
一
斎

批
判
」
に
既
述
。

（
２
）無
窮
会
『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
百
号
（
平
成
２０
年
４
月
刊
）
に
、「
佐
藤
一
斎
学
の

基
調
「
心
之
霊
光
」
の
変
容
―
天
保
年
中
後
半
期
か
ら
『
言
志

録
』
に
至
る
ま
で
―
」

と
題
し
て
、
続
篇
を
掲
載
。

引
用
の
『
言
志
録
』『
言
志
後
録
』
の
訓
読
は
、
一
斎
生
存
中
に
板
刻
刊
行
さ
れ
て
大
い

に
普
及
し
た
「
弘
化
三
年
完
刻
・
和
泉
屋
吉
兵
衛
板
」
本
の
訓
点
に
準
拠
し
た
。

（
二
二
）
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